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Abstract
This study clarifies the current status of research using notational analysis of game performance on the sport of 
rugby sevens which has been increasingly published. Furthermore, it makes suggestions for future research. A review 
of numerous studies published recently has indicated that research conducted on rugby sevens using notational analysis 
of game performance has mainly focused on game structure. We classified this research into three categories: studies 
related to understanding aspects of the game from the viewpoint of events occurring in the course of play, those based 
on time-motion analysis, and those examining the relation between events occurring in the course of play. This study 
organizes the existing research findings by category, with additional comments on them. Four areas of future research are 
recommended: challenges in game structure research methodology, play analysis, tactical applications, and research on 
women rugby sevens. 
Key words:   game structure, game aspects, time-motion analysis, relationship between play events
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れる。しかし、15 人制ラグビーとは、人数が 7 人
と半分以下で、時間が 7 分あるいは 10 分ハーフと
非常に短いという大きな違いがある。また、1 日に
数試合注 5）を 2 ～ 3 日連続して行って順位を決める
という大会方式も 15 人制ラグビーと大きく異なる。




















































古川ら 7）は、2009 年の重大なルール変更注 7）以降
の 2010-11 セブンズワールドシリーズにおけるベス
ト 8 同士 42 試合について分析を行い、インプレー
時間とアウトオブプレー時間が 7 分 0 秒± 53 秒と















その後、Carreras et al.3）は 2011-12 セブンズワー




























World Rugby 注 4）48） の分析レポートによると、
2012-13 ～ 2014-15 シーズンのセブンズワールドシ
リーズでは各セットプレーの平均頻数は、スクラム
が 2.8 ～ 3.2 回、ラインアウトが 2.4 ～ 2.6 回、キッ




















PK・FK が 7 人制ラグビーのゲームで重要な意義を
持つことは、トライ起点の分析からも指摘されて
いる（渡辺ら 46）；渡辺・椿原 45）；古川ら 7）；World 















ズワールドシリーズに関する IRB 及び World Rugby
の分析レポート 15）16）17）48）では、単純な統計値のみ
の記載ではあるが、得点、プレー活動、セットピー




















分析の研究報告はこれまでわずかに 1 編 31）あるだ




ら、7 人制ラグビーが 15 人制ラグビーに比べて、
走運動全般とりわけ高速での走運動に関して負荷
が大きいゲームであることが明らかにされている
（Ross et al.32）；Suárez-Arrones et al.39）；Clarke et al.4））。
例えば最近の研究では、Ross et al.34）がセブンズワー
ルドシリーズ 3 大会の試合における 11 人のプレー
ヤーの動きを分析し、1 分当たりの値でプレーヤー
の全走距離が 105 ± 12.0m、低速度（秒速 4.16m 未
満）での走距離が 77.8± 8.38m、高速度（秒速 4.16m
以上）での走距離が 26.9 ± 7.25m、スプリント（秒
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分析の研究報告はこれまでわずかに 1 編 31）あるだ




ら、7 人制ラグビーが 15 人制ラグビーに比べて、
走運動全般とりわけ高速での走運動に関して負荷
が大きいゲームであることが明らかにされている
（Ross et al.32）；Suárez-Arrones et al.39）；Clarke et al.4））。
例えば最近の研究では、Ross et al.34）がセブンズワー
ルドシリーズ 3 大会の試合における 11 人のプレー
ヤーの動きを分析し、1 分当たりの値でプレーヤー
の全走距離が 105 ± 12.0m、低速度（秒速 4.16m 未
満）での走距離が 77.8± 8.38m、高速度（秒速 4.16m
以上）での走距離が 26.9 ± 7.25m、スプリント（秒
速 6m 以上）での走距離が 9.80 ± 4.43m であること
4 中川　昭
を報告しているが、これらの値は同時期の 15 人制































これらの中で、Ross et al.33）は 2012-13 セブンズワー
ルドシリーズの試合を分析し、全走距離、低速度
































Hughes and Jones13）は 2001-02 セブンズワールド
シリーズの 16 試合を分析し、ゲームパフォーマン
スを定義する 34 の変数（以下ではパフォーマンス
インジケーター 12）と称する）について上位 3 チー
ムと下位 3 チームを比較した結果、17 の項目で有
意差が認められ、その多くがオープンプレー注 10）に
おけるパスやランに関する項目であることを報告












試合を分析した研究として、Higham et al.10）は IRB
による分析レポートのデータを利用し、2011-12 セ
ブンズワールドシリーズの 196 試合における得点及













13 項目（攻撃 7 項目、防御 6 項目）からなるパフォー
マンスインジケーターを独自に作成し、2013-14 セ
ブンズワールドシリーズの試合（チーム間の分析で
は 37 試合、チーム内の分析では 50 試合）における
得失点との関係を線形混合モデルを用いて分析し
た。この研究で作成されたパフォーマンスインジ







さらに、Barkell et al.1）は上述の 2 つの研究で使わ
れたパフォーマンスインジケーターを含む、より包
括的なパフォーマンスインジケーター（8 つのカテ
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注 2） World Rugby（IRB）が 4 年ごとに開催する 7
人制ラグビーの世界大会。男子は 1993 年より、
















注 4） International Rugby Boad の略称で、世界各国
のラグビーフットボール協会を統括する組織






















項目を含め、全部で 24 項目、50 条文にも及ぶ
大幅なルール変更が 2009 年に実施された 14）。
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